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１．著作権法 

（定義） 
第二条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 
一 著作物 思想又は感情を創作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するものをい

う。 
二 著作者 著作物を創作する者をいう。 
三 実演 著作物を、演劇的に演じ、舞い、演奏し、歌い、口演し、朗詠し、又はその他の方法により演ずること

（これらに類する行為で、著作物を演じないが芸能的な性質を有するものを含む。）をいう。 
四 実演家 俳優、舞踊家、演奏家、歌手その他実演を行う者及び実演を指揮し、又は演出する者をいう。 
２ この法律にいう「美術の著作物」には、美術工芸品を含むものとする。 
３ この法律にいう「映画の著作物」には、映画の効果に類似する視覚的又は視聴覚的効果を生じさせる方法で表

現され、かつ、物に固定されている著作物を含むものとする。 
４ この法律にいう「写真の著作物」には、写真の製作方法に類似する方法を用いて表現される著作物を含むもの

とする。 
５ この法律にいう「公衆」には、特定かつ多数の者を含むものとする。 
６ この法律にいう「法人」には、法人格を有しない社団又は財団で代表者又は管理人の定めがあるものを含むも

のとする。 
７ この法律において、「上演」、「演奏」又は「口述」には、著作物の上演、演奏又は口述で録音され、又は録画

されたものを再生すること（公衆送信又は上映に該当するものを除く。）及び著作物の上演、演奏又は口述を

電気通信設備を用いて伝達すること（公衆送信に該当するものを除く。）を含むものとする。 
８ この法律にいう「貸与」には、いずれの名義又は方法をもつてするかを問わず、これと同様の使用の権原を取

得させる行為を含むものとする。 
９ この法律において、第一項第七号の二、第八号、第九号の二、第九号の四、第九号の五若しくは第十三号から

第十九号まで又は前二項に掲げる用語については、それぞれこれらを動詞の語幹として用いる場合を含むもの

とする。 

（著作者の推定） 
第十四条 著作物の原作品に、又は著作物の公衆への提供若しくは提示の際に、その氏名若しくは名称（以下「実

名」という。）又はその雅号、筆名、略称その他実名に代えて用いられるもの（以下「変名」という。）として

周知のものが著作者名として通常の方法により表示されている者は、その著作物の著作者と推定する。 

（職務上作成する著作物の著作者） 
第十五条 法人その他使用者（以下この条において「法人等」という。）の発意に基づきその法人等の業務に従事

する者が職務上作成する著作物（プログラムの著作物を除く。）で、その法人等が自己の著作の名義の下に公

表するものの著作者は、その作成の時における契約、勤務規則その他に別段の定めがない限り、その法人等と

する。 
２ 法人等の発意に基づきその法人等の業務に従事する者が職務上作成するプログラムの著作物の著作者は、その

作成の時における契約、勤務規則その他に別段の定めがない限り、その法人等とする。 

（氏名表示権） 
第十九条 著作者は、その著作物の原作品に、又はその著作物の公衆への提供若しくは提示に際し、その実名若し

くは変名を著作者名として表示し、又は著作者名を表示しないこととする権利を有する。その著作物を原著作

物とする二次的著作物の公衆への提供又は提示に際しての原著作物の著作者名の表示についても、同様とする。 
２ 著作物を利用する者は、その著作者の別段の意思表示がない限り、その著作物につきすでに著作者が表示して

いるところに従って著作者名を表示することができる。 
３ 著作者名の表示は、著作物の利用の目的及び態様に照らし著作者が創作者であることを主張する利益を害する

おそれがないと認められるときは、公正な慣行に反しない限り、省略することができる。 

（保護期間の原則） 
第五十一条 著作権の存続期間は、著作物の創作の時に始まる。 
２ 著作権は、この節に別段の定めがある場合を除き、著作者の死後（共同著作物にあっては、最終に死亡した著
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作者の死後。次条第一項において同じ。）五十年を経過するまでの間、存続する。 
 


